
1 横浜市音楽研究会    歌唱部会記録 

日時 平成２９年７月５日（水） 

部会名 歌唱部会 主任 押江 恵（丸山台小） 

参加数 ２１名 司会 谷 瞳（東汲沢小） 記録 柴田 香織（港南台第一小） 

 

 

 

 

研

究

内

容 

研究部テーマ：子どもの意識の流れを生かし、音楽能力の高まりを目指した授業の在り方 

歌唱部会テーマ：子どもが、歌う喜びを感じながら、主体的に表現の高まりをめざしていく歌唱活動 

研究仮説：魅力的な教材との出会いを大切にし、互いに表現のよさを聴き合い、学び合うことで、どの子も

歌う喜びを感じながら、表現力を高めることができる。 

１．基礎研究    提案者  千葉 瑞子（下永谷小） 

「トゥモロー」（同声二部合唱）C.Strouse 作曲 片桐和子 訳詞 若松正司 編曲 

・特別合唱クラブで歌った。特別合唱クラブは「南高校文化祭」「港南区ひまわりミュージックフェスタ」

など、地域に寄り添った活動をしている。 

・前半はユニゾンで歌う。後半は 8 ビートにのって、やさしい二部合唱に。 

・3連符や 16分音符など複雑なリズムが多いため、正しいリズムで歌う。 

２．実践提案    提案者  林 美絵子（能見台南小） 

第６学年 学習の主題「全体の響きを聴いて歌おう」 

    中心教材「いつでもあの海は」  佐田和夫 作詞 長谷部匡俊 作曲 

・「ル」で歌う→2人組になって『目を見開いて』『タコの口』で歌っているか確認しながら、1番を歌う。 

・歌詞の意味を考える。（歌詞で歌う⇒歌詞を読む。1 番と 2番の歌詞の違いを探し、意識する。） 

・強弱（ｍｆ⇒ｆ⇒ｍｐ）を確認する。 

・4人で歌う。（「4 人で歌ったらどうなった？」⇒「4 人で歌ったらｆのところがもっとｆになった」） 

・希望者が前に出て 1 人、あるいは 2人で歌う。 

・副次的な旋律を確認する。 

・4段あるうちのどれか 1段を選び、そのタイミングになったら立って歌うことを、４回行う。 

…自分が一人で歌うことになるかも知れないスリルとサスペンスがあり、ただ４回歌うよりも飽きずに歌

える。また、毎回歌ってない段を選ばせることで、結果全部の段を歌える。 

・隊形移動をしながら、主な旋律と副次的な旋律に分かれて合唱する。 

・聴き役を出して気づいたことを伝えさせる。（それぞれの旋律、かけ合い、重なり合い、強弱、など） 

・希望者が前に出て合唱する。前で歌う活動を続けることで、35人のうち 2 人以外は自分から手を挙げて、

前に出て来られるようになった。 

〈質疑応答・協議〉 

・「ル」はタコの口と指導されていたが、「リ」や「ロ」はどんな声かけをしているか？ 

→「リ」は上の前歯に指をあてる、「ロ」は口を楕円（縦）に開けると指導している。 

・副次的な旋律を早めに学び、第 2 時でたくさん重ね合わせると、より自信をもって前に出られるかも。 

・「ル」や「リ」で二部合唱をするとすごくそろって聴こえる。ぜひやってみてほしい。 

・自分で選んで活動する場面が多く、主体的な活動につながると思った。 

・4段を 1段ごとに分けて歌う活動が面白く、自校でもやってみたい。 

・根拠のある指導や子どもたちののびのびとして素直な表現を見て、とても勉強になった。 



 


